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議案第６号　 地方独立行政法人香取おみがわ医療センターへの職員の引継ぎ
に関する条例の制定について

職員の引継ぎに関する
事項を条例で定める

市職員の身分として派遣している職員は5名であり、独法
移行後も職員の派遣は、同様の人数が必要であると考えて
います。

A

現在、市から香取おみがわ医療センターへ派遣している職
員は何名で、今後、職員の派遣はするのか。

Q

地方独立行政法人に移行する香取おみがわ医療センター

建設中の佐原駅周辺地区複合公共施設

議案第1号　令和3年度香取市一般会計補正予算（第9号）について

佐原駅周辺地区
複合公共施設に係る
工事費を増額

基礎工事の根切り工事等の実施に当たり、掘削を行った際に
予期せぬ地中障害物が発見され、この撤去・処分に係る増額
の変更契約が必要になりました。

A

佐原駅周辺地区複合公共施設整備・管理運営事業について、
変更契約分2,075万円の内容は。

Q

こんなことが
決まりました！
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12月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

3

4

5

建物が無償譲渡されるおみがわこども園

議案第21号　財産の無償譲渡について

おみがわこども園
の建物を無償譲渡

公私連携法人の協定の期間と同様に20年としています。

現行制度上、指定管理による運営は認められていないこ
とから、公私連携によって民間の能力の活用を図るもの
です。

A

A

おみがわこども園の土地の無償貸与は何年間か。

指定管理での運営はできないのか。

Q

Q

指定管理者が管理運営を行う橘ふれあい公園

議案第17号　橘ふれあい公園の指定管理者の指定について

指定管理者による
橘ふれあい公園の
管理運営

維持管理運営の業務委託契約については、議会の議決
を要しないため、工事請負契約が議決された後に、同
日付で維持管理運営の業務委託契約を締結しました。

A

維持管理運営業務の契約は締結したのか。Q

大規模改修工事を実施する市営住宅粉名口団地3号棟

議案第20号　工事請負契約の締結について

市営住宅粉名口団地
3号棟の改修工事の
契約を締結

今回の改修工事を行う粉名口団地3号棟は、全32戸
のうち24戸が入居し、入居率は75％です。入居率が
低い要因は、今回の改修工事に合わせて、平成30年度
から入居者募集を停止していたことによるものです。

A

３号棟の現在の入居率は。Q

かとり市議会だより No.643
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（総務企画） 令和3年度一般会計補正予算（第9号） 予算総額に3億1,780万6千円を追加し、補正後総額を344億8,525万8千円とする。幼保一元化施設整備

事業に6,470万円、新型コロナウイルスワクチン接種事業に1億1,428万6千円を追加。 可決
議案第2号

（生活経済建設）
令和3年度簡易水道事業会計補正予
算（第1号） 収益的収支の収入に、他会計補助金91万3千円を追加。 可決

議案第3号
（福祉教育）

令和3年度病院事業会計補正予算（第
2号） 収益的収支の支出に、2,680万1千円、資本的収支の収入および支出に400万円を追加。 可決

議案第4号
（生活経済建設）

令和3年度公共下水道事業会計補正
予算（第1号） 収益的収支の収入及び支出から414万円、資本的収支の収入および支出から161万9千円を減額。 可決

議案第5号
（福祉教育）

香取おみがわ医療センターに係る重
要な財産を定める条例制定 香取おみがわ医療センターの重要な財産を条例で定める。 可決

議案第6号
（福祉教育）

香取おみがわ医療センターへの職員
の引継ぎに関する条例制定 香取おみがわ医療センターの職員の引継ぎに関する必要な事項を条例で定める。 可決

議案第7号
（福祉教育）

香取おみがわ医療センターの役員等
の損害賠償責任の一部免除に関する
条例制定

香取おみがわ医療センターの役員等の損害賠償責任について、一部を免責する額を条例で定める。 可決

議案第8号
（福祉教育）

香取おみがわ医療センターの設立に
伴う関係条例の整備に関する条例制
定

香取おみがわ医療センターの関連する各条例についての所要の改正および廃止。 可決

議案第9号
（総務企画）

押印を求める手続の見直しに伴う関
係条例の整理に関する条例制定 行政手続における市民の負担軽減および新型コロナウイルス感染拡大防止のための所要の改正。 可決

議案第10号 特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例の一部改正

市長および市議会議員等の特別職、ならびに一般職員等の期末手当を引き下げるための所要の改正。
可決

議案第11号 職員の給与に関する条例等の一部改
正 可決

議案第12号
（福祉教育）

児童遊園の設置に関する条例の一部
改正 新浜児童遊園および和泉児童遊園を廃園とするための所要の改正。 可決

議案第13号
（生活経済建設） 国民健康保険条例の一部改正 出産育児一時金の支給総額を維持するための所要の改正。 可決

議案第14号
（福祉教育）

特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正

国が定める基準等の改正に伴う所要の改正。 可決

議案第15号
（福祉教育）

幼保連携型認定こども園条例を廃止
する条例制定 おみがわこども園を社会福祉法人に移譲するための条例の廃止および関係条例の改正。 可決

議案第16号
（生活経済建設） 栗源紅小町の郷の指定管理者の指定 指定管理者の指定期間の終了に伴い、現在の指定管理者を引き続き指定。 可決
議案第17号
（生活経済建設） 橘ふれあい公園の指定管理者の指定 指定管理者の指定期間の終了に伴い、現在、整備を進めている「橘ふれあい公園整備・管理運営事業」にお

いて、維持管理・運営業務を行う「株式会社橘ふれあい倶楽部」を指定管理者に指定。 可決
議案第18号
（生活経済建設） 上川岸小公園の指定管理者の指定 指定管理者の指定期間の終了に伴い、現在の指定管理者を引き続き指定。 可決
議案第19号
（生活経済建設）

クラインガルテン栗源の指定管理者の
指定 新たに「有限会社紅小町の郷」を指定管理者に指定。 可決

議案第20号
（生活経済建設）

工事請負契約の締結（市営住宅粉名口
団地大規模改修工事（3号棟）） 石井工業株式会社と工事請負契約を締結。 可決

議案第21号
（福祉教育） 財産の無償譲渡（おみがわこども園） おみがわこども園を「社会福祉法人清水福祉会」に移譲するにあたり、建物を無償譲渡。 可決
議案第22号
（総務企画） 財産の無償譲渡（光回線設備） 東日本電信電話株式会社千葉事業部に光回線設備を無償譲渡。 可決
議案第23号
（福祉教育）

香取おみがわ医療センター中期目標
を定める 住民に対して提供するサービス等の業務の質の向上に関する事項などを定める。 可決

議案第24号
（福祉教育）

香取おみがわ医療センターに承継さ
せる権利を定める

香取おみがわ医療センターに承継させる権利として、市病院事業会計に属する公有財産、物品および債権
を定める。 可決

議案第25号
（総務企画）

専決処分の承認（専決処分第9号　令
和3年度一般会計補正予算（第8号））

予算総額に1,300万円を追加し、補正後総額を341億6,745万2千円とする。災害復旧費に1,300万円を追
加。 承認

議案第26号 香取おみがわ医療センター定款の一
部変更 土地の面積に変更が生じたことに伴う所要の変更。 可決

請願第13号
（総務企画）

消費税5％への引き下げを求める意
見書提出を求める請願 消費税を5％に引き下げることを強く要望する。 不採択

請願第14号
（生活経済建設）

香取の農業を守るため米価2万円を
求める意見書提出を求める請願 香取の家族農業と水田稲作を守るため、米価2万円を求める。 不採択

請願第15号
（生活経済建設）

短期人間ドック事業の助成拡大を求
める請願 短期人間ドック事業の助成額を拡大することを要望する。 採択

発議案第1号 議会会議規則の一部改正 請願の押印規定改正等に伴う所要の改正。 可決

発議案第2号 米価下落対策に関する意見書 米価下落対策に関する意見書を国の関係機関に提出する。 可決

※議長（田山一夫議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席　

12月定例会　議案および採決結果概要
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の
接
種
券
を
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。接
種
体
制
に

つ
い
て
は
、

つ
い
て
は
、1
、2
回
目
接
種
と
同
様
に
個
別
接
種

回
目
接
種
と
同
様
に
個
別
接
種

と
集
団
接
種
の
両
方
を
実
施
す
る
予
定
で
準
備
を
進

と
集
団
接
種
の
両
方
を
実
施
す
る
予
定
で
準
備
を
進

め
て
お
り
、香
取
郡
市
医
師
会
と
協
議
を
進
め
て
い

め
て
お
り
、香
取
郡
市
医
師
会
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
す
。

5
歳
か
ら

歳
か
ら
1111
歳
ま
で
の
接
種
の
見
通
し
と
準
備
状

歳
ま
で
の
接
種
の
見
通
し
と
準
備
状

況
は
。

況
は
。

現
在
、薬
事
申
請
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
が
承
認

現
在
、薬
事
申
請
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
が
承
認

に
至
っ
た
場
合
、早
け
れ
ば

に
至
っ
た
場
合
、早
け
れ
ば
2
0
2
2

2
0
2
2
年
2
月
頃
か

月
頃
か

ら
小
児
を
対
象
と
し
た
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ら
小
児
を
対
象
と
し
た
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

2
回
接
種
を
前
提
に
自
治
体
に
お
け
る
実
施
体
制
お

回
接
種
を
前
提
に
自
治
体
に
お
け
る
実
施
体
制
お

よ
び
接
種
実
施
医
療
機
関
等
を
確
保
す
る
よ
う
国
か

よ
び
接
種
実
施
医
療
機
関
等
を
確
保
す
る
よ
う
国
か

ら
通
知
が
あ
り
、香
取
郡
市
医
師
会
と
協
議
を
し
な

ら
通
知
が
あ
り
、香
取
郡
市
医
師
会
と
協
議
を
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

独
立
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と

独
立
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と

不
断
の
見
直
し
を

不
断
の
見
直
し
を

昨
年
時
点
で
の
総
務
省
の
調
査
で
は
業
務
継
続
計

昨
年
時
点
で
の
総
務
省
の
調
査
で
は
業
務
継
続
計

画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）に
つ
い
て
独
立
し
た
計
画
書
は
定
め
て

画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）に
つ
い
て
独
立
し
た
計
画
書
は
定
め
て

い
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、現
在
の
策
定
状
況
は
。

い
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、現
在
の
策
定
状
況
は
。

現
在
、市
に
お
い
て
は
、業
務
継
続
に
必
要
な
首

現
在
、市
に
お
い
て
は
、業
務
継
続
に
必
要
な
首

長
不
在
時
の
代
行
順
位
、職
員
の
参
集
体
制
、代
替

長
不
在
時
の
代
行
順
位
、職
員
の
参
集
体
制
、代
替

庁
舎
の
特
定
な
ど
事
前
に
決
定
す
べ
き
重
要
事
項
に

庁
舎
の
特
定
な
ど
事
前
に
決
定
す
べ
き
重
要
事
項
に

つ
い
て
、香
取
市
地
域
防
災
計
画
の
中
で
お
お
む
ね

つ
い
て
、香
取
市
地
域
防
災
計
画
の
中
で
お
お
む
ね

定
め
て
お
り
、独
立
し
た
計
画
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

定
め
て
お
り
、独
立
し
た
計
画
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ん
。重

要
な
行
政
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
復
元

重
要
な
行
政
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
復
元

す
る
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

す
る
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

平
成
平
成
2626
年
3
月
に
策
定
し
た
香
取
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

月
に
策
定
し
た
香
取
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き
、災
害
発
生
後
の
初
期
段

業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き
、災
害
発
生
後
の
初
期
段

階
に
お
け
る
業
務
復
旧
手
順
と
行
動
計
画
が
実
行
可

階
に
お
け
る
業
務
復
旧
手
順
と
行
動
計
画
が
実
行
可

能
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ

能
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
を
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
を
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
手
続
き
に
関
す
る

行
政
の
手
続
き
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

こ
れ
ま
で
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
、ま
た
わ
か
り

こ
れ
ま
で
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
、ま
た
わ
か
り

や
す
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
取
り

や
す
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
取
り

組
み
は
。

組
み
は
。

記
載
台
の
案
内
表
示
、受
付
の
表
記
、受
付
番
号

記
載
台
の
案
内
表
示
、受
付
の
表
記
、受
付
番
号

案
内
表
示
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

案
内
表
示
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
し
て
、カ
ウ
ン
タ
ー
前
面
に
透
明
ビ
ニ
ー
ル

対
策
と
し
て
、カ
ウ
ン
タ
ー
前
面
に
透
明
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し

シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。
た
。窓

口
業
務
の
民
間
委

窓
口
業
務
の
民
間
委

託
に
よ
る
効
果
は
。

託
に
よ
る
効
果
は
。

民
間
委
託
に
よ
り
、

民
間
委
託
に
よ
り
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
窓
口

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
窓
口

に
常
時
配
置
し
、待
ち

に
常
時
配
置
し
、待
ち

時
間
の
短
縮
な
ど
に
つ

時
間
の
短
縮
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

な
が
り
ま
し
た
。

安
全
で
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン

安
全
で
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
構
築
を

接
種
体
制
の
構
築
を

質問事項
◆市民のみなさんが行う手続きに関するサービス
の向上
◆市の業務継続計画（ＢＣＰ）
◆新型コロナワクチンの接種

加藤
裕太 かとう ゆうた 議員
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9人の議員が一般質問

第２次香取市環境基本計画

「
お
み
が
わ
こ
ど
も
園
」を
無
償
譲
渡

「
お
み
が
わ
こ
ど
も
園
」を
無
償
譲
渡

し
よ
う
と
し
て
い
る
未
償
却
残
高

し
よ
う
と
し
て
い
る
未
償
却
残
高

は
い
く
ら
か
。

は
い
く
ら
か
。

9
億
4
7
9
4

4
7
9
4
万
円
も
の
譲
渡
損
失
の
穴
埋
め
は
、

万
円
も
の
譲
渡
損
失
の
穴
埋
め
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
が
直
営
を
継
続
し
た
場
合
と

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
が
直
営
を
継
続
し
た
場
合
と

民
間
移
行
を
し
た
場
合
、毎
年
発
生
す
る
差
益
の
部

民
間
移
行
を
し
た
場
合
、毎
年
発
生
す
る
差
益
の
部

分
を
累
計
し
て
考
え
る
と
、年
間
約

分
を
累
計
し
て
考
え
る
と
、年
間
約
4
8
4
3

4
8
4
3
万
円
万
円

の
財
政
負
担
の
軽
減
効
果
が
得
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

の
財
政
負
担
の
軽
減
効
果
が
得
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

公
私
連
携
協
定
期
間
の

公
私
連
携
協
定
期
間
の
2020
年
で
累
計
す
る
と
約

年
で
累
計
す
る
と
約
9
億

6
8
6
0

6
8
6
0
万
円
の
経
費
削
減
効
果
が
試
算
さ
れ
、譲

万
円
の
経
費
削
減
効
果
が
試
算
さ
れ
、譲

渡
時
の
残
存
価
格
よ
り
若
干
上
回
る
の
で
は
な
い
か

渡
時
の
残
存
価
格
よ
り
若
干
上
回
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。譲
渡
時
の
損
失
に
つ
い
て
は
、単

と
思
わ
れ
ま
す
。譲
渡
時
の
損
失
に
つ
い
て
は
、単

年
度
で
は
埋
ま
り
ま
せ
ん
が
、事
業
を
継
続
す
る
中

年
度
で
は
埋
ま
り
ま
せ
ん
が
、事
業
を
継
続
す
る
中

で
補
填
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
補
填
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
・
建
物
の
無
償
譲
渡
は
、特
定
法
人
へ
の
優

土
地
・
建
物
の
無
償
譲
渡
は
、特
定
法
人
へ
の
優

遇
で
は
な
い
か
。

遇
で
は
な
い
か
。

公
募
に
当
た
っ
て
は
、施
設
の
無
償
譲
渡
等
の
条

公
募
に
当
た
っ
て
は
、施
設
の
無
償
譲
渡
等
の
条

件
を
公
募
要
件
と
し
て
明
記
し
た
上
で
法
人
を
公
募

件
を
公
募
要
件
と
し
て
明
記
し
た
上
で
法
人
を
公
募

つ
い
て
、香
取
市
地
域
防
災
計
画
の
中
で
お
お
む
ね

定
め
て
お
り
、独
立
し
た
計
画
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。重

要
な
行
政
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
復
元

す
る
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

平
成
26
年
3
月
に
策
定
し
た
香
取
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き
、災
害
発
生
後
の
初
期
段

階
に
お
け
る
業
務
復
旧
手
順
と
行
動
計
画
が
実
行
可

能
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
を
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
手
続
き
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

こ
れ
ま
で
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
、ま
た
わ
か
り

や
す
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
取
り

組
み
は
。

記
載
台
の
案
内
表
示
、受
付
の
表
記
、受
付
番
号

案
内
表
示
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
し
て
、カ
ウ
ン
タ
ー
前
面
に
透
明
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。窓

口
業
務
の
民
間
委

託
に
よ
る
効
果
は
。

民
間
委
託
に
よ
り
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
窓
口

に
常
時
配
置
し
、待
ち

時
間
の
短
縮
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
。対
象
と
な
る
法
人
す
べ
て
が
プ
ロ
ポ

し
て
い
ま
す
。対
象
と
な
る
法
人
す
べ
て
が
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、公

ー
ザ
ル
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、公

平
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

現
在
、全
国
の
自
治
体
で「
気
候
非
常

現
在
、全
国
の
自
治
体
で「
気
候
非
常

事
態
宣
言
」の
制
定
が
取
り
組
ま
れ

事
態
宣
言
」の
制
定
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。本
市
も
こ
の
宣
言
の
制
定

て
い
る
。本
市
も
こ
の
宣
言
の
制
定

を
提
案
し
ま
す
。

を
提
案
し
ま
す
。

気
候
危
機
打
開
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

気
候
危
機
打
開
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

与
田
浦
ほ
か

与
田
浦
ほ
か
4
か
所
の
太
陽
光
発
電
設
備
、市
内

か
所
の
太
陽
光
発
電
設
備
、市
内

全
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、電
気
自
動
車
お
よ
び

全
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、電
気
自
動
車
お
よ
び

災
害
時
給
電
可
能
車
両
の
配
備
な
ど
を
実
施
し
て
い

災
害
時
給
電
可
能
車
両
の
配
備
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。今
後
、照
明
器
具
や
空
調
器
具
な
ど
省
エ
ネ
ル

ま
す
。今
後
、照
明
器
具
や
空
調
器
具
な
ど
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
へ
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

ギ
ー
設
備
へ
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

高
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

高
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

職
員
の
再
任
用
制
度
と
定
年
延
長
制
度
で
、給
与

職
員
の
再
任
用
制
度
と
定
年
延
長
制
度
で
、給
与

そ
の
他
の
処
遇
の
違
い
は
。

そ
の
他
の
処
遇
の
違
い
は
。

再
任
用
制
度
は
、

再
任
用
制
度
は
、6060
歳
で
退
職
と
な
っ
た
後
、

歳
で
退
職
と
な
っ
た
後
、6565

歳
ま
で
の
間
、

歳
ま
で
の
間
、1
年
ご
と
に
更
新
を
行
い
任
用
さ
れ

年
ご
と
に
更
新
を
行
い
任
用
さ
れ

る
も
の
で
す
。定
年
延
長
制
度
は
、役
職
の
降
任
お

る
も
の
で
す
。定
年
延
長
制
度
は
、役
職
の
降
任
お

よ
び
給
与
の
減
額
等
は
あ
る
が
、

よ
び
給
与
の
減
額
等
は
あ
る
が
、6060
歳
以
後
も
定
年

歳
以
後
も
定
年

ま
で
の
間
、一
般
の
職
員
と
同
様
の
形
態
で
の
勤
務

ま
で
の
間
、一
般
の
職
員
と
同
様
の
形
態
で
の
勤
務

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、給
与
に
つ
い
て
は
、現
職
時

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、給
与
に
つ
い
て
は
、現
職
時

の
7
割
程
度
の
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、市

割
程
度
の
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、市

と
し
て
も
他
市
町
村
の
状
況
な
ど
も
参
考
に
し
つ
つ
、

と
し
て
も
他
市
町
村
の
状
況
な
ど
も
参
考
に
し
つ
つ
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。退
職
手
当
に
つ
い

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。退
職
手
当
に
つ
い

て
も
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
支
給
率
で
支
給
さ
れ
る

て
も
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
支
給
率
で
支
給
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質問事項
◆気候危機打開に向けた市の取り組み
◆再任用職員の処遇向上と職務分掌
◆公共施設の無償譲渡

根本
義郎ねもと よしろう 議員

こ
ど
も
園
の
譲
渡

こ
ど
も
園
の
譲
渡

損
失
は
９
億
円
超
か

損
失
は
９
億
円
超
か
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
今
年
の
交
付
枚
数
と
本

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
今
年
の
交
付
枚
数
と
本

庁
で
し
か
交
付
を
行
え
な
い
理
由
は
。

庁
で
し
か
交
付
を
行
え
な
い
理
由
は
。

令
和
令
和
3
年
に
交
付
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

年
に
交
付
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

9
3
0
4

9
3
0
4
枚
で
す
。本
庁
に
お
い
て
、受
け
取
り
が

枚
で
す
。本
庁
に
お
い
て
、受
け
取
り
が

混
雑
し
て
も
複
数
窓
口
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

混
雑
し
て
も
複
数
窓
口
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

体
制
と
な
っ
て
お
り
、令
和

体
制
と
な
っ
て
お
り
、令
和
3
年
度
に
お
い
て
は
、

年
度
に
お
い
て
は
、

休
日
臨
時
交
付
も
実
施
し
ま
し
た
。必
要
な
手
続
き

休
日
臨
時
交
付
も
実
施
し
ま
し
た
。必
要
な
手
続
き

を
交
付
の
際
に
す
べ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、本

を
交
付
の
際
に
す
べ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、本

庁
の
み
の
取
り
扱
い
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

庁
の
み
の
取
り
扱
い
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
交
付
件
数
の
増
加
を
見
据
え
て
支
所
で
も

今
後
の
交
付
件
数
の
増
加
を
見
据
え
て
支
所
で
も

交
付
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

交
付
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
需
要
の
増
大
に
備
え
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
需
要
の
増
大
に
備
え
、

派
遣
職
員
等
の
増
員
配
置
、専
用
端
末
の
設
置
、今
後
、

派
遣
職
員
等
の
増
員
配
置
、専
用
端
末
の
設
置
、今
後
、

必
要
に
応
じ
休
日
臨
時
交
付
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

必
要
に
応
じ
休
日
臨
時
交
付
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、交
付
が
集
中
し
た
場
合
で
も
現
在
の
体
制
で

か
ら
、交
付
が
集
中
し
た
場
合
で
も
現
在
の
体
制
で

対
応
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

対
応
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
で
時
間
的

デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
で
時
間
的

平
等
を
確
保

平
等
を
確
保

現
在
、本
庁
で
し
か
で
き
な
い
手
続
き
と
そ
の
理

現
在
、本
庁
で
し
か
で
き
な
い
手
続
き
と
そ
の
理

由
は
。

由
は
。

審
査
等
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
許
認
可
に
関
わ

審
査
等
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
許
認
可
に
関
わ

る
各
種
申
請
お
よ
び
事
業
補
助
金
申
請
な
ど
を
本
庁

る
各
種
申
請
お
よ
び
事
業
補
助
金
申
請
な
ど
を
本
庁

の
各
担
当
課
で
処
理
を
し
て
お
り
、市
と
し
て
意
思

の
各
担
当
課
で
処
理
を
し
て
お
り
、市
と
し
て
意
思

決
定
を
す
る
際
、専
門
性
も
含
め
統
一
的
な
基
準
で

決
定
を
す
る
際
、専
門
性
も
含
め
統
一
的
な
基
準
で

判
断
し
責
任
を
担
う
こ
と
か
ら
、事
務
を
所
管
す
る

判
断
し
責
任
を
担
う
こ
と
か
ら
、事
務
を
所
管
す
る

部
署
に
お
い
て
処
理
を
行
う
た
め
で
す
。

部
署
に
お
い
て
処
理
を
行
う
た
め
で
す
。

本
庁
と
支
所
を
リ
モ
ー
ト
で
繋
ぐ
こ
と
で
支
所
機

本
庁
と
支
所
を
リ
モ
ー
ト
で
繋
ぐ
こ
と
で
支
所
機

能
を
強
化
で
き
る
と
思
う
が
見
解
は
。

能
を
強
化
で
き
る
と
思
う
が
見
解
は
。

現
在
、支
所
に
お
い
て
確
定
申
告
の
受
付
を
す
る

現
在
、支
所
に
お
い
て
確
定
申
告
の
受
付
を
す
る

際
、本
庁
の
市
民
税
課
税
担
当
職
員
と
オ
ン
ラ
イ
ン

際
、本
庁
の
市
民
税
課
税
担
当
職
員
と
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
ソ
フ
ト
を
通
じ
て
確
認
し
受
付
を
し
て
い
ま
す

会
議
ソ
フ
ト
を
通
じ
て
確
認
し
受
付
を
し
て
い
ま
す

が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
、職
員
同
士
の
対
話
に
限

が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
、職
員
同
士
の
対
話
に
限

定
を
し
て
い
る
た
め
、他
市
の
事
例
や
最
新
の
デ
ジ

定
を
し
て
い
る
た
め
、他
市
の
事
例
や
最
新
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
導
入
状
況
な
ど
を
参
考
に
今
後
も
研
究

タ
ル
技
術
の
導
入
状
況
な
ど
を
参
考
に
今
後
も
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

閉
校
校
舎
の
利
活
用
で

閉
校
校
舎
の
利
活
用
で

地
域
の
活
性
化
を

地
域
の
活
性
化
を

今
年
の
校
舎
利
活
用
に
関
す
る
引
き
合
い
件
数
と

今
年
の
校
舎
利
活
用
に
関
す
る
引
き
合
い
件
数
と

成
否
に
つ
い
て
見
解
は
。

成
否
に
つ
い
て
見
解
は
。

令
和
令
和
3
年
1111
月
末
現
在
の
学
校
跡
地
利
活
用
に
係

月
末
現
在
の
学
校
跡
地
利
活
用
に
係

る
問
い
合
わ
せ
等
の
件
数
は

る
問
い
合
わ
せ
等
の
件
数
は
1515
件
で
す
。そ
の
う
ち

件
で
す
。そ
の
う
ち

1010
件
に
つ
い
て
は
現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
が
、現

件
に
つ
い
て
は
現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
が
、現

時
点
で
具
体
的
な
利
活
用
が
決
定
し
た
案
件
は
あ
り

時
点
で
具
体
的
な
利
活
用
が
決
定
し
た
案
件
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。閉
校
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

ま
せ
ん
で
し
た
。閉
校
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
に
対
し
十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
な
ど

関
係
者
に
対
し
十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
な
ど

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
元
で
活
動
す
る
各
種
団
体
へ
の
利
活
用
の
推
進

地
元
で
活
動
す
る
各
種
団
体
へ
の
利
活
用
の
推
進

や
啓
蒙
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

や
啓
蒙
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

閉
校
し
た
体
育
館
等
に
つ
い
て
、学
校
施
設
の
開

閉
校
し
た
体
育
館
等
に
つ
い
て
、学
校
施
設
の
開

放
事
業
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
団
体
登
録
を
し
て

放
事
業
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
団
体
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
施
設
を
使
用
し
て
い
ま
す
。市
民
へ
の
周

い
た
だ
き
施
設
を
使
用
し
て
い
ま
す
。市
民
へ
の
周

知
方
法
と
し
て
、市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

知
方
法
と
し
て
、市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
学
校
施
設
開
放
事
業
で

載
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
学
校
施
設
開
放
事
業
で

の
活
用
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。

の
活
用
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。

質問事項
◆プッシュ型行政サービス
◆閉校校舎利活用

辻 
達広 つじ たつひろ 議員

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の

基
盤
整
備
を
迅
速
に

基
盤
整
備
を
迅
速
に
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12月定例会  9人の議員が一般質問

大変危険な老朽化した階段

平
成
平
成
1818
年
3
月
2727
日
に
香
取
市
が
誕
生
し
て
す
で

日
に
香
取
市
が
誕
生
し
て
す
で

に
1616
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。合
併
当
初
か

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。合
併
当
初
か

ら
現
在
ま
で
の
小
見
川
地
区
で
実
施
さ
れ
た
主
な
事

ら
現
在
ま
で
の
小
見
川
地
区
で
実
施
さ
れ
た
主
な
事

業
の
内
容
や
経
費
な
ど
は
。　
　
　
　
　
　

業
の
内
容
や
経
費
な
ど
は
。　
　
　
　
　
　

小
見
川
市
民
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き
館
整
備
事
業
に
約

小
見
川
市
民
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き
館
整
備
事
業
に
約

1515
億
4
6
0
0

4
6
0
0
万
円
、お
み
が
わ
こ
ど
も
園
整
備
事

万
円
、お
み
が
わ
こ
ど
も
園
整
備
事

業
に
約

業
に
約
1414
億
1
0
0
0

1
0
0
0
万
円
、香
取
お
み
が
わ
医
療

万
円
、香
取
お
み
が
わ
医
療

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
約

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
約
7373
億
円
、東
日
本
大
震
災

億
円
、東
日
本
大
震
災

復
旧
に
約
７
億
５
０
０
０
万
円
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

復
旧
に
約
７
億
５
０
０
０
万
円
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
、小
見
川
地
区
に
お
け
る
主
な
予
定
事
業
は
。

今
後
、小
見
川
地
区
に
お
け
る
主
な
予
定
事
業
は
。

上
水
道
統
廃
合
事
業
お
よ
び
小
見
川
中
央
小
学
校

上
水
道
統
廃
合
事
業
お
よ
び
小
見
川
中
央
小
学
校

長
寿
命
化
改
修
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

長
寿
命
化
改
修
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

佐
原
地
区
、山
田
地
区
お
よ
び
栗
源
地
区
と
の
総

佐
原
地
区
、山
田
地
区
お
よ
び
栗
源
地
区
と
の
総

体
的
比
較
は
。

体
的
比
較
は
。

令
和
令
和
2
年
度
ま
で
の
建
設
事
業
に
係
る
合
併
特
例

年
度
ま
で
の
建
設
事
業
に
係
る
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
事
業
の
実
績
額
に
つ
い
て
、市
全
体

債
を
活
用
し
た
事
業
の
実
績
額
に
つ
い
て
、市
全
体

で
は
で
は
2
6
4

2
6
4
億
4
4
4
0

4
4
4
0
万
円
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

万
円
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
佐
原
地
区
が

こ
の
う
ち
佐
原
地
区
が
8686
億
4
1
2
0

4
1
2
0
万
円
で
約

万
円
で
約

3333
％
、小
見
川
地
区
が

％
、小
見
川
地
区
が
5555
億
９
１
４
０
万
円
で
約

億
９
１
４
０
万
円
で
約
2121

％
、山
田
地
区
が

％
、山
田
地
区
が
4343
億
2
6
6
0

2
6
6
0
万
円
で
約

万
円
で
約
1616
％
、
％
、

栗
源
地
区
が

栗
源
地
区
が
1414
億
4
6
6
0

4
6
6
0
万
円
で
約

万
円
で
約
5
％
と
な

％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
。

阿
玉
台
貝
塚
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

阿
玉
台
貝
塚
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

令
和
元
年

令
和
元
年
1212
月
定
例
会
に
お
い
て
、こ
れ
に
係
る

月
定
例
会
に
お
い
て
、こ
れ
に
係
る

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
が
、そ
れ
以
後
に

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
が
、そ
れ
以
後
に

お
け
る
整
備
状
況
は
。

お
け
る
整
備
状
況
は
。

倒
木
の
撤
去
な
ど
を
令
和

倒
木
の
撤
去
な
ど
を
令
和
2
年
2
月
末
ま
で
に
完

月
末
ま
で
に
完

了
さ
せ
ま
し
た
。通
常
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

了
さ
せ
ま
し
た
。通
常
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
元
地
区
住
民
で
構
成
さ
れ
る
阿
玉
台
貝
塚
史
跡
保

地
元
地
区
住
民
で
構
成
さ
れ
る
阿
玉
台
貝
塚
史
跡
保

存
会
に
業
務
委
託
し
雑
草
除
去
等
の
作
業
を
実
施
し

存
会
に
業
務
委
託
し
雑
草
除
去
等
の
作
業
を
実
施
し

て
お
り
、良
好
な
状
態
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

て
お
り
、良
好
な
状
態
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
整
備
、特
に
一
番
奥
に
あ
る
老
朽
化
し
た
木

今
後
の
整
備
、特
に
一
番
奥
に
あ
る
老
朽
化
し
た
木

製
階
段
の
撤
去
計
画
お
よ
び
そ
れ
に
要
す
る
経
費
は
。

製
階
段
の
撤
去
計
画
お
よ
び
そ
れ
に
要
す
る
経
費
は
。

夕
顔
観
音
に

夕
顔
観
音
に

至
る
階
段
に
つ

至
る
階
段
に
つ

い
て
撤
去
す
る

い
て
撤
去
す
る

方
向
で
検
討
を

方
向
で
検
討
を

進
め
て
お
り
、

進
め
て
お
り
、

経
費
は
延
長

経
費
は
延
長
4444

ｍ
で
更
新
整
備

ｍ
で
更
新
整
備

を
含
め
る
と
約

を
含
め
る
と
約

7
0
0

7
0
0
万
円
を

万
円
を

想
定
し
て
い
ま

想
定
し
て
い
ま

す
。
す
。

貝
塚
区
ま
ほ
ろ
ば
の
里
の
活
用
整
備
は

貝
塚
区
ま
ほ
ろ
ば
の
里
の
活
用
整
備
は

施
設
の
具
体
的
な
内
容
お
よ
び
香
取
市
の
現
状

施
設
の
具
体
的
な
内
容
お
よ
び
香
取
市
の
現
状

認
識
は
、さ
ら
に
今
後
に
お
け
る
周
知
、活
用
、整
備

認
識
は
、さ
ら
に
今
後
に
お
け
る
周
知
、活
用
、整
備

は
。
は
。平

安
時
代
の
平
良
文
に
関
す
る
資
料
の
保
存
や
こ

平
安
時
代
の
平
良
文
に
関
す
る
資
料
の
保
存
や
こ

の
地
域
で
出
土
し
た
土
器
の
一
部
、ま
た
、当
時
の

の
地
域
で
出
土
し
た
土
器
の
一
部
、ま
た
、当
時
の

人
々
の
暮
ら
し
や
農
業
の
姿
が
分
か
る
小
道
具
等
の

人
々
の
暮
ら
し
や
農
業
の
姿
が
分
か
る
小
道
具
等
の

展
示
を
し
て
い
ま
す
。展
示
物
は
市
の
貴
重
な
歴
史

展
示
を
し
て
い
ま
す
。展
示
物
は
市
の
貴
重
な
歴
史

的
財
産
で
あ
り
、教
育
委
員
会
を
通
じ
て
市
内
小
学

的
財
産
で
あ
り
、教
育
委
員
会
を
通
じ
て
市
内
小
学

校
へ
周
知
し
、併
せ
て
市
内
外
の
歴
史
愛
好
家
の
皆

校
へ
周
知
し
、併
せ
て
市
内
外
の
歴
史
愛
好
家
の
皆

さ
ん
へ
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ん
へ
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質問事項
◆小見川地区の振興整備
◆「北総四都市文化紀行事業」（公財千葉県文化振
興財団主催）の誘致開催
◆小見川地区阿玉台貝塚の環境整備
◆小見川地区貝塚区「まほろばの里」の周知活用整備
◆市職員の人材活用

小
見
川
地
区
の

小
見
川
地
区
の

振
興
整
備
に
つ
い
て

振
興
整
備
に
つ
い
て

高木　寛
たかぎ ひろし 議員
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佐原駅北口高速バス停

産
科
の
開
設
者
お
よ
び
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
が

産
科
の
開
設
者
お
よ
び
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
が

安
定
す
る
出
生
数
は
ど
の
位
で
、そ
の
た
め
に
期
待

安
定
す
る
出
生
数
は
ど
の
位
で
、そ
の
た
め
に
期
待

す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
業
展
開
は
。

す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
業
展
開
は
。

産
婦
人
科
施
設
開
設
者
の
公
募
を
行
い
、医
療
法

産
婦
人
科
施
設
開
設
者
の
公
募
を
行
い
、医
療
法

人
社
団
み
ず
た
に
会
を
選
定
し
ま
し
た
。産
婦
人
科

人
社
団
み
ず
た
に
会
を
選
定
し
ま
し
た
。産
婦
人
科

は
年
間
３
０
０
件
程
度
の
分
娩
が
あ
れ
ば
経
営
で
き

は
年
間
３
０
０
件
程
度
の
分
娩
が
あ
れ
ば
経
営
で
き

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、市
内
の
分
娩
数
だ
け
で
は

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、市
内
の
分
娩
数
だ
け
で
は

安
定
し
た
経
営
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。そ
の
た

安
定
し
た
経
営
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。そ
の
た

め
、市
外
か
ら
の
集
客
や
産
前
産
後
ケ
ア
の
事
業
展

め
、市
外
か
ら
の
集
客
や
産
前
産
後
ケ
ア
の
事
業
展

開
な
ど
に
よ
る
経
営
基
盤
の
整
備
を
期
待
し
ま
す
。

開
な
ど
に
よ
る
経
営
基
盤
の
整
備
を
期
待
し
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
管
理
室
）に
入
院
が

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
管
理
室
）に
入
院
が

必
要
に
な
っ
た
時
、成
田
日
赤
や
旭
中
央
病
院
は
成

必
要
に
な
っ
た
時
、成
田
日
赤
や
旭
中
央
病
院
は
成

田
市
、旭
市
在
住
の
方
が
優
先
か
。

田
市
、旭
市
在
住
の
方
が
優
先
か
。

国
保
旭
中
央
病
院
お
よ
び
成
田
赤
十
字
病
院
は
、

国
保
旭
中
央
病
院
お
よ
び
成
田
赤
十
字
病
院
は
、

県
が
認
定
し
た
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と

県
が
認
定
し
た
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
心
配
は
な
い
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
心
配
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
空
間
で
の
い
じ
め
や
中
傷
は

デ
ジ
タ
ル
空
間
で
の
い
じ
め
や
中
傷
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
が
進
む
中
、不
適
切
サ
イ
ト

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
が
進
む
中
、不
適
切
サ
イ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
防
止
対
策
お
よ
び
、デ
ジ
タ
ル
機
器

へ
の
ア
ク
セ
ス
防
止
対
策
お
よ
び
、デ
ジ
タ
ル
機
器

を
通
じ
て
の
誹
謗
中
傷
、い
じ
め
防
止
策
は
。

を
通
じ
て
の
誹
謗
中
傷
、い
じ
め
防
止
策
は
。

端
末
を
校
内
で
使
用
す
る
際
は
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン

端
末
を
校
内
で
使
用
す
る
際
は
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
機
器
を
設
置
し
、一
括
し
て
児
童
生
徒
が
有
害
サ

グ
機
器
を
設
置
し
、一
括
し
て
児
童
生
徒
が
有
害
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
防
止
策
に
つ
い
て
は
、全
教
職
員
に
生
徒
指

い
じ
め
防
止
策
に
つ
い
て
は
、全
教
職
員
に
生
徒
指

導
力
向
上
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、い
じ
め
問
題

導
力
向
上
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、い
じ
め
問
題

の
早
期
発
見
、早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

の
早
期
発
見
、早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

端
末
の
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
は
厳
格
に
し
な
け
れ
ば

端
末
の
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
は
厳
格
に
し
な
け
れ
ば

危
険
と
思
う
が
そ
の
対
応
は
。

危
険
と
思
う
が
そ
の
対
応
は
。

自
分
や
他
人
の
個
人
情
報
、具
体
的
に
は
ア
カ
ウ

自
分
や
他
人
の
個
人
情
報
、具
体
的
に
は
ア
カ
ウ

ン
ト
Ｉ
Ｄ
、パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
誰
に
も
教
え
る
こ

ン
ト
Ｉ
Ｄ
、パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
誰
に
も
教
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
各
学
校
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

と
の
な
い
よ
う
各
学
校
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
発
展
と
高
速
バ
ス
の
充
実
を

農
業
の
発
展
と
高
速
バ
ス
の
充
実
を

千
葉
県
農
業
大
学
校
の
生
徒
に
香
取
市
の
後
継
者

千
葉
県
農
業
大
学
校
の
生
徒
に
香
取
市
の
後
継
者

不
足
の
農
家
の
方
を
就
農
先
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

不
足
の
農
家
の
方
を
就
農
先
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

市
内
に
お
い
て
、千
葉
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
し

市
内
に
お
い
て
、千
葉
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
し

農
業
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
の

農
業
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
の

で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
働
き
か
け
を
検
討
し
て
い

で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
働
き
か
け
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
速
バ
ス
を
も
っ
と
便
利
に
、空
港
へ
の
新
た
な

高
速
バ
ス
を
も
っ
と
便
利
に
、空
港
へ
の
新
た
な

路
線
の
拡
充
は
。

路
線
の
拡
充
は
。

成
田
空
港
便
の
設
定
、高
速
バ
ス
路
線
の
拡
充
に

成
田
空
港
便
の
設
定
、高
速
バ
ス
路
線
の
拡
充
に

つ
い
て
、バ
ス
事
業
者
に
対
し
要
望
を
行
っ
て
き
て

つ
い
て
、バ
ス
事
業
者
に
対
し
要
望
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
現
在
、

い
ま
す
。
現
在
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
バ
ス
事
業
者

り
バ
ス
事
業
者

の
経
営
が
大
変

の
経
営
が
大
変

厳
し
い
状
況
で

厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
様
々
な

改
め
て
様
々
な

機
会
を
捉
え
た

機
会
を
捉
え
た

各
種
要
望
等
の

各
種
要
望
等
の

実
施
を
検
討
し

実
施
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

質問事項
◆佐原駅北口バスターミナルの進捗状況
◆産科誘致のこれまでの経緯と現状の進捗状況
◆全国でＧＩＧＡスクール構想が進んでいるが、
市の現状は
◆農林水産省の農業次世代人材投資事業

千年正浩

産
婦
人
科
が
香
取
市
に
、

産
婦
人
科
が
香
取
市
に
、

産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

ちとせ まさひろ 議員
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12月定例会  9人の議員が一般質問

旧二中跡地での青葉会主催グラウンドゴルフ大会

安
全
協
会
の
補
助
金
と

安
全
協
会
の
補
助
金
と

会
計
報
告
は

会
計
報
告
は

香
取
市
か
ら
の
補
助
金
の
一
部
が
、神
崎
支
部
へ

香
取
市
か
ら
の
補
助
金
の
一
部
が
、神
崎
支
部
へ

支
払
わ
れ
て
い
た
事
実
。支
給
さ
れ
た
補
助
金
を
、

支
払
わ
れ
て
い
た
事
実
。支
給
さ
れ
た
補
助
金
を
、

神
崎
支
部
か
ら
返
却
請
求
す
る
考
え
は
。

神
崎
支
部
か
ら
返
却
請
求
す
る
考
え
は
。

香
取
交
通
安
全
協
会
に
補
助
金
の
配
分
に
つ
い
て

香
取
交
通
安
全
協
会
に
補
助
金
の
配
分
に
つ
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、以
前
は
香
取
交
通
安
全
協
会
の

確
認
し
た
と
こ
ろ
、以
前
は
香
取
交
通
安
全
協
会
の

会
計
か
ら
神
崎
支
部
を
含
む

会
計
か
ら
神
崎
支
部
を
含
む
1111
支
部
に
支
部
活
動
費

支
部
に
支
部
活
動
費

が
交
付
さ
れ
て
い
た
が
、平
成

が
交
付
さ
れ
て
い
た
が
、平
成
2727
年
度
に
実
施
し
た

年
度
に
実
施
し
た

財
政
援
助
団
体
監
査
か
ら
の
指
摘
に
よ
り
、平
成

財
政
援
助
団
体
監
査
か
ら
の
指
摘
に
よ
り
、平
成
2828

年
度
以
降
は
是
正
さ
れ
て
い
ま
す
。香
取
市
は
補
助

年
度
以
降
は
是
正
さ
れ
て
い
ま
す
。香
取
市
は
補
助

金
を
香
取
交
通
安
全
協
会
へ
交
付
す
る
の
み
で
あ
り
、

金
を
香
取
交
通
安
全
協
会
へ
交
付
す
る
の
み
で
あ
り
、

支
部
へ
の
補
助
金
交
付
は
香
取
交
通
安
全
協
会
が
行

支
部
へ
の
補
助
金
交
付
は
香
取
交
通
安
全
協
会
が
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、神
崎
支
部
に
返
還
請
求
を
実

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、神
崎
支
部
に
返
還
請
求
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
部
か
ら
香
取
安
協
本
部
へ
の
報
告
と
、香
取
安

支
部
か
ら
香
取
安
協
本
部
へ
の
報
告
と
、香
取
安

協
本
部
か
ら
香
取
市
へ
の
報
告
書
の
一
部
に
違
い
が

協
本
部
か
ら
香
取
市
へ
の
報
告
書
の
一
部
に
違
い
が

あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
市
の
考
え
は
。

あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
市
の
考
え
は
。

毎
年
、香
取
交
通
安
全
協
会
か
ら
の
補
助
金
申
請

毎
年
、香
取
交
通
安
全
協
会
か
ら
の
補
助
金
申
請

書
、実
績
報
告
書
・
決
算
書
と
併
せ
て
、各
支
部
か
ら

書
、実
績
報
告
書
・
決
算
書
と
併
せ
て
、各
支
部
か
ら

の
決
算
書
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、定
期
的

の
決
算
書
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、定
期
的

に
財
政
援
助
団
体
監
査
等
も
実
施
す
る
な
ど
適
正
な

に
財
政
援
助
団
体
監
査
等
も
実
施
す
る
な
ど
適
正
な

事
業
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。今
後
、

事
業
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。今
後
、

さ
ら
に
適
正
な
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
収
支
な
ど
の

さ
ら
に
適
正
な
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
収
支
な
ど
の

不
適
切
な
事
項
に
つ
い
て
随
時
指
導
し
て
い
き
た
い

不
適
切
な
事
項
に
つ
い
て
随
時
指
導
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。

旧
二
中
跡
地
利
用
の
説
明
責
任
は

旧
二
中
跡
地
利
用
の
説
明
責
任
は

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
計
画
を
、

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
計
画
を
、

少
年
野
球
チ
ー
ム
に
は
説
明
し
理
解
を
得
た
と
し
て

少
年
野
球
チ
ー
ム
に
は
説
明
し
理
解
を
得
た
と
し
て

い
る
が
、監
督
や
父
母
会
も
理
解
し
納
得
し
た
と
解

い
る
が
、監
督
や
父
母
会
も
理
解
し
納
得
し
た
と
解

釈
し
た
の
か
。

釈
し
た
の
か
。

8
月
2222
日
に
行
っ
た
説
明
に
よ
り
、お
お
む
ね
理

日
に
行
っ
た
説
明
に
よ
り
、お
お
む
ね
理

解
い
た
だ
け
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

解
い
た
だ
け
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

青
葉
会
の
代
表
に
は
電
話
だ
け
の
説
明
で
、グ
ラ

青
葉
会
の
代
表
に
は
電
話
だ
け
の
説
明
で
、グ
ラ

ウ
ン
ド
の
隅
に
建
坪

ウ
ン
ド
の
隅
に
建
坪
1010
坪
か
ら

坪
か
ら
2020
坪
と
の
認
識
で
い

坪
と
の
認
識
で
い

ま
す
よ
。い
つ
図
面
等
で
の
説
明
を
し
た
の
で
す
か
。

ま
す
よ
。い
つ
図
面
等
で
の
説
明
を
し
た
の
で
す
か
。

図
面
等
で
の
説
明
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

図
面
等
で
の
説
明
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

二
中
跡
地
へ
の
誘
致
は
決
定
事
項
か
。ど
こ
ま
で

二
中
跡
地
へ
の
誘
致
は
決
定
事
項
か
。ど
こ
ま
で

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

旧
二
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
誘
致
場
所
と
し
て
公
募
型

旧
二
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
誘
致
場
所
と
し
て
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
置
事
業
者
の
募
集
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
置
事
業
者
の
募
集
を

行
い
、現
在
、

行
い
、現
在
、1
事
業
所

事
業
所

か
ら
公
募
の
申
し
込
み
が

か
ら
公
募
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。1212
月
2323
日
に
日
に

選
定
委
員
会
を
開
催
し
、

選
定
委
員
会
を
開
催
し
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

査
を
行
っ
た
後
、選
定
基

査
を
行
っ
た
後
、選
定
基

準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

令
和
令
和
4
年
1
月
に
整
備
運

月
に
整
備
運

営
法
人
を
決
定
す
る
予
定

営
法
人
を
決
定
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、事
業
所
の

で
す
。
ま
た
、事
業
所
の

開
設
は
令
和

開
設
は
令
和
5
年
3
月
を
月
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

見
込
ん
で
い
ま
す
。

質問事項
◆香取交通安全協会の運営
◆旧二中跡地利用

旧
二
中
跡
地
利
用
計
画
は

旧
二
中
跡
地
利
用
計
画
は

利
用
者
へ
の
説
明
不
足

利
用
者
へ
の
説
明
不
足久保木

清司くぼき せいじ 議員
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産婦人科施設誘致場所の旧香取保健所跡地

安
心
し
て
出
産
す
る
た
め
に
医
療
体
制
の
整
備
充

安
心
し
て
出
産
す
る
た
め
に
医
療
体
制
の
整
備
充

実
、緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
。そ

実
、緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
。そ

の
為
に
は
病
院
内
又
は
病
院
の
隣
接
地
に
開
設
す
る

の
為
に
は
病
院
内
又
は
病
院
の
隣
接
地
に
開
設
す
る

事
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。な
ぜ
香
取
お
み
が
わ

事
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。な
ぜ
香
取
お
み
が
わ

医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
で
は
な
く
香
取
市
役
所
敷

医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
で
は
な
く
香
取
市
役
所
敷

地
内
に
誘
致
開
設
す
る
の
か
。

地
内
に
誘
致
開
設
す
る
の
か
。

誘
致
活
動
の
一
環
と
し
て
、産
婦
人
科
の
進
出
意

誘
致
活
動
の
一
環
と
し
て
、産
婦
人
科
の
進
出
意

向
等
に
関
す
る
市
場
調
査
に
よ
り
、進
出
に
前
向
き

向
等
に
関
す
る
市
場
調
査
に
よ
り
、進
出
に
前
向
き

な
回
答
を
い
た
だ
い
た
法
人
を
対
象
に
行
っ
た
ヒ
ア

な
回
答
を
い
た
だ
い
た
法
人
を
対
象
に
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、市
有
地
で
あ

リ
ン
グ
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、市
有
地
で
あ

る
こ
と
、市
役
所
に
隣
接
し
、利
用
者
に
と
っ
て
分

る
こ
と
、市
役
所
に
隣
接
し
、利
用
者
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
く
利
便
性
が
高
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、佐

か
り
や
す
く
利
便
性
が
高
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、佐

原
消
防
署
が
隣
接

原
消
防
署
が
隣
接

し
て
い
る
こ
と
か

し
て
い
る
こ
と
か

ら
迅
速
に
救
急
搬

ら
迅
速
に
救
急
搬

送
が
可
能
で
あ
る

送
が
可
能
で
あ
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、

な
ど
の
理
由
か
ら
、

香
取
市
役
所
の
隣

香
取
市
役
所
の
隣

接
地
で
あ
る
旧
香

接
地
で
あ
る
旧
香

取
保
健
所
跡
地
が

取
保
健
所
跡
地
が

産
婦
人
科
施
設
の

産
婦
人
科
施
設
の

誘
致
場
所
と
し
て

誘
致
場
所
と
し
て

最
も
適
し
て
い
る

最
も
適
し
て
い
る

と
判
断
し
ま
し
た
。

と
判
断
し
ま
し
た
。

災
害
の
危
険
性
の
な
い

災
害
の
危
険
性
の
な
い

場
所
に
誘
致
を

場
所
に
誘
致
を

市
役
所
の
敷
地
は
液
状
化
地
帯
で
産
婦
人
科
誘
致

市
役
所
の
敷
地
は
液
状
化
地
帯
で
産
婦
人
科
誘
致

に
は
危
険
な
場
所
だ
が
、な
ぜ
最
適
地
と
し
て
選
ん

に
は
危
険
な
場
所
だ
が
、な
ぜ
最
適
地
と
し
て
選
ん

だ
の
か
。

だ
の
か
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
要
因
と
し

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
要
因
と
し

て
、液
状
化
に
よ
る
土
地
の
側
方
流
動
が
あ
る
が
、

て
、液
状
化
に
よ
る
土
地
の
側
方
流
動
が
あ
る
が
、

既
に
対
策
工
事
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
心

既
に
対
策
工
事
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
心

配
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

配
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

出
生
数
の
少
な
い
香
取
市
で
産
婦
人
科
経
営
を
継

出
生
数
の
少
な
い
香
取
市
で
産
婦
人
科
経
営
を
継

続
す
る
に
は
出
生
数
の
多
い
神
栖
市
の
利
用
が
望
ま

続
す
る
に
は
出
生
数
の
多
い
神
栖
市
の
利
用
が
望
ま

れ
る
。隣
接
の
小
見
川
な
ら
利
用
者
を
見
込
め
る
の

れ
る
。隣
接
の
小
見
川
な
ら
利
用
者
を
見
込
め
る
の

で
は
。

で
は
。

複
数
の
医
療
法
人
が
進
出
に
興
味
を
示
さ
れ
た
の

複
数
の
医
療
法
人
が
進
出
に
興
味
を
示
さ
れ
た
の

が
、小
見
川
で
は
な
く
佐
原
で
あ
る
こ
と
か
ら
、旧

が
、小
見
川
で
は
な
く
佐
原
で
あ
る
こ
と
か
ら
、旧

香
取
保
健
所
跡
地
に
誘
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不
安

香
取
保
健
所
跡
地
に
誘
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
市
町
並
み
に

近
隣
市
町
並
み
に

飼
料
用
米
補
助
金
増
額
を

飼
料
用
米
補
助
金
増
額
を

一
反
歩

一
反
歩
1010
ア
ー
ル
当
た
り
の
近
隣
市
町
及
び
香
取

ア
ー
ル
当
た
り
の
近
隣
市
町
及
び
香
取

市
の
飼
料
用
米
の
補
助
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

市
の
飼
料
用
米
の
補
助
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

飼
料
用
米
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、香
取
市
は

飼
料
用
米
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、香
取
市
は

出
荷
奨
励
金
と
し
て

出
荷
奨
励
金
と
し
て
1010
ア
ー
ル
当
た
り

ア
ー
ル
当
た
り
8
0
0
0

円
で
す
。近
隣
市
町
に
つ
い
て
は
、成
田
市
は
多
種

円
で
す
。近
隣
市
町
に
つ
い
て
は
、成
田
市
は
多
種

品
種
が

品
種
が
1
万
5
0
0
0

5
0
0
0
円
、
主
食
用
米
が

円
、
主
食
用
米
が
1
万

4
0
0
0

4
0
0
0
円
、神
崎
町
は

円
、神
崎
町
は
1
万
2
0
0
0

2
0
0
0
円
、東
庄

円
、東
庄

町
が
町
が
1
万
2
0
0
0

2
0
0
0
円
、多
古
町
は

円
、多
古
町
は
5
0
0
0

5
0
0
0
円
、
円
、

旭
市
は

旭
市
は
1
万
2
0
0
0

2
0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
年
前
に
香
取
市
の
補
助
金
が

年
前
に
香
取
市
の
補
助
金
が
9
0
0
0

9
0
0
0
円
か
円
か

ら
8
0
0
0

8
0
0
0
円
に
減
額
さ
れ
た
の
か
。

円
に
減
額
さ
れ
た
の
か
。

補
助
金
額
と
し
て
は
、８
０
０
０
円
と
把
握
し
て

補
助
金
額
と
し
て
は
、８
０
０
０
円
と
把
握
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

質問事項
◆市の農業対策
◆市の産婦人科誘致

久保木
宗一

香
取
お
み
が
わ
医
療

香
取
お
み
が
わ
医
療

セ
ン
タ
ー
内
、
又
は

セ
ン
タ
ー
内
、
又
は

隣
接
地
に
産
婦
人
科
を

隣
接
地
に
産
婦
人
科
を

くぼき そういち 議員
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12月定例会  9人の議員が一般質問

稲刈りの様子

米
価
の
大
暴
落
は
、農
家
の
現
場
か
ら
希
望
を
奪

米
価
の
大
暴
落
は
、農
家
の
現
場
か
ら
希
望
を
奪

い
取
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、政
府
は
効
果
的
な
対

い
取
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、政
府
は
効
果
的
な
対

策
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。コ
メ
農
家
だ
け
で
な
く
、

策
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。コ
メ
農
家
だ
け
で
な
く
、

中
小
の
事
業
者
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。市

中
小
の
事
業
者
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。市

長
の
見
解
は
。

長
の
見
解
は
。

令
和
令
和
3
年
産
の
米
価
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
の
品

年
産
の
米
価
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
の
品

種
も
前
年
と
比
べ

種
も
前
年
と
比
べ
2
0
0
0

2
0
0
0
円
以
上
の
大
幅
な
下

円
以
上
の
大
幅
な
下

落
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、水
稲
生
産
農

落
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、水
稲
生
産
農

家
の
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
非
常
に
憂
慮
し
て
い

家
の
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
非
常
に
憂
慮
し
て
い

ま
す
。香
取
市
経

ま
す
。香
取
市
経

済
へ
の
影
響
に
つ

済
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、水
稲
生

い
て
は
、水
稲
生

産
農
家
の
資
金
投

産
農
家
の
資
金
投

入
を
控
え
る
こ
と

入
を
控
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、関

が
予
想
さ
れ
、関

連
企
業
等
の
経
営

連
企
業
等
の
経
営

も
打
撃
を
受
け
、

も
打
撃
を
受
け
、

経
済
が
疲
弊
す
る

経
済
が
疲
弊
す
る

懸
念
が
あ
る
と
推

懸
念
が
あ
る
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

察
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
応
の
事
業
継
続
支
援
金
事
業
に
農
業
も

コ
ロ
ナ
対
応
の
事
業
継
続
支
援
金
事
業
に
農
業
も

加
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

加
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
農
家
か
ら
農
産
物
お
よ
び
農
産
加
工
品
に

市
内
の
農
家
か
ら
農
産
物
お
よ
び
農
産
加
工
品
に

つ
い
て
生
産
・
流
通
・
販
売
が
滞
り
大
き
な
影
響
を
受

つ
い
て
生
産
・
流
通
・
販
売
が
滞
り
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
と
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

け
て
い
る
と
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

国
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
経
営
継
続
補
助
金
に
つ

国
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
経
営
継
続
補
助
金
に
つ

い
て
、市
内
の
多
く
の
農
家
が
支
援
を
受
け
て
い
る

い
て
、市
内
の
多
く
の
農
家
が
支
援
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、市
独
自
の
支
援
金
事
業
は
実
施
し
て
い

こ
と
か
ら
、市
独
自
の
支
援
金
事
業
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
要
因
と
し

て
、液
状
化
に
よ
る
土
地
の
側
方
流
動
が
あ
る
が
、

既
に
対
策
工
事
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
心

配
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

出
生
数
の
少
な
い
香
取
市
で
産
婦
人
科
経
営
を
継

続
す
る
に
は
出
生
数
の
多
い
神
栖
市
の
利
用
が
望
ま

れ
る
。隣
接
の
小
見
川
な
ら
利
用
者
を
見
込
め
る
の

で
は
。

複
数
の
医
療
法
人
が
進
出
に
興
味
を
示
さ
れ
た
の

が
、小
見
川
で
は
な
く
佐
原
で
あ
る
こ
と
か
ら
、旧

香
取
保
健
所
跡
地
に
誘
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
市
町
並
み
に

飼
料
用
米
補
助
金
増
額
を

一
反
歩
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
近
隣
市
町
及
び
香
取

市
の
飼
料
用
米
の
補
助
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

飼
料
用
米
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、香
取
市
は

出
荷
奨
励
金
と
し
て
10
ア
ー
ル
当
た
り
8
0
0
0

円
で
す
。近
隣
市
町
に
つ
い
て
は
、成
田
市
は
多
種

品
種
が
1
万
5
0
0
0
円
、
主
食
用
米
が
1
万

4
0
0
0
円
、神
崎
町
は
1
万
2
0
0
0
円
、東
庄

町
が
1
万
2
0
0
0
円
、多
古
町
は
5
0
0
0
円
、

旭
市
は
1
万
2
0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
年
前
に
香
取
市
の
補
助
金
が
9
0
0
0
円
か

ら
8
0
0
0
円
に
減
額
さ
れ
た
の
か
。

補
助
金
額
と
し
て
は
、８
０
０
０
円
と
把
握
し
て

い
ま
す
。

お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
な
る

お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
な
る

独
立
行
政
法
人
と
し
て
の
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ

独
立
行
政
法
人
と
し
て
の
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ

ン
タ
ー
の
中
期
目
標
で
あ
る
、救
急
患
者
の
受
け
入
れ

ン
タ
ー
の
中
期
目
標
で
あ
る
、救
急
患
者
の
受
け
入
れ

体
制
の
構
築
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
へ
の
適
切

体
制
の
構
築
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
へ
の
適
切

な
対
応
な
ど
に
つ
い
て
実
効
性
の
確
保
が
で
き
ま
す
か
。

な
対
応
な
ど
に
つ
い
て
実
効
性
の
確
保
が
で
き
ま
す
か
。

市
が
中
期
目
標
と
し
て
指
示
し
た
内
容
に
つ
い
て

市
が
中
期
目
標
と
し
て
指
示
し
た
内
容
に
つ
い
て

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
が
取
る
体
制
等
は
、

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
が
取
る
体
制
等
は
、

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
が
市
に
示
す
中
期
計

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
が
市
に
示
す
中
期
計

画
に
具
体
的
に
記
載
さ
れ
ま
す
。中
期
計
画
に
つ
い

画
に
具
体
的
に
記
載
さ
れ
ま
す
。中
期
計
画
に
つ
い

て
は
評
価
委
員
会
に
意
見
を
求
め
て
調
整
し
て
い
る

て
は
評
価
委
員
会
に
意
見
を
求
め
て
調
整
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

合
併
特
例
債
は
合
併
事
業
に
有
効
な
財
源
で
す
が
、

合
併
特
例
債
は
合
併
事
業
に
有
効
な
財
源
で
す
が
、

香
取
市
の
発
行
限
度
額
、現
在
ま
で
の
使
用
済
み
額

香
取
市
の
発
行
限
度
額
、現
在
ま
で
の
使
用
済
み
額

は
い
く
ら
か
。今
後
の
活
用
事
業
は
。

は
い
く
ら
か
。今
後
の
活
用
事
業
は
。

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
は
、起
債
限
度
額
は

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
は
、起
債
限
度
額
は
4
0
0

億
2
3
8
0

2
3
8
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、令
和

万
円
と
な
っ
て
お
り
、令
和
2
年
度
ま

年
度
ま

で
に
で
に
4545
事
業
、実
績
額
と
し
て

事
業
、実
績
額
と
し
て
2
9
2

2
9
2
億
9
4
4
0

万
円
、起
債
限
度
額
の
約

万
円
、起
債
限
度
額
の
約
7373
％
を
執
行
し
て
い
る
状

％
を
執
行
し
て
い
る
状

況
で
す
。今
後
の
活
用
予
定
事
業
に
つ
い
て
は
、整
備

況
で
す
。今
後
の
活
用
予
定
事
業
に
つ
い
て
は
、整
備

中
の
佐
原
駅
周
辺
地
区
活
性
化
拠
点
整
備
事
業
、上

中
の
佐
原
駅
周
辺
地
区
活
性
化
拠
点
整
備
事
業
、上

水
道
統
廃
合
事
業
、橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
、道

水
道
統
廃
合
事
業
、橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
、道

路
整
備
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

路
整
備
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
員
の

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
員
の

定
着
の
た
め
の
指
導
は
。

定
着
の
た
め
の
指
導
は
。

支
援
員
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、働
き
や
す
い
職

支
援
員
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
指
導
し
、支
援
員
の
定
着
を
目
指

場
環
境
づ
く
り
を
指
導
し
、支
援
員
の
定
着
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質問事項
◆米価引き下げの現状と対策
◆独立行政法人香取おみがわ医療センターの中
期目標（素案）
◆市の中長期財政推計
◆地域子育て支援センター

米
価
の
大
暴
落
で
農
家
は

米
価
の
大
暴
落
で
農
家
は

悲
鳴
、
香
取
の
中
小
業
者

悲
鳴
、
香
取
の
中
小
業
者

へ
も
影
響

へ
も
影
響

宇井
正一うい しょういち 議員

かとり市議会だより No.6413



小見川中央小学校６年生の授業の様子

中
教
審
が
今
年

中
教
審
が
今
年
1
月
に「
教
科
担
任
制
」を

月
に「
教
科
担
任
制
」を
5
、6

年
生
か
ら
導
入
す
る
と
答
申
を
取
り
ま
と
め
た
が
、

年
生
か
ら
導
入
す
る
と
答
申
を
取
り
ま
と
め
た
が
、

ど
う
評
価
す
る
の
か
。

ど
う
評
価
す
る
の
か
。

小
学
校
高
学
年
か
ら
子
供
た
ち
の
抽
象
的
な
思
考

小
学
校
高
学
年
か
ら
子
供
た
ち
の
抽
象
的
な
思
考

力
が
高
ま
り
、個
人
に
よ
っ
て
興
味
関
心
が
異
な
る

力
が
高
ま
り
、個
人
に
よ
っ
て
興
味
関
心
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、学
習
指
導
要
領
の
目
指
す
資
質
・
能
力

こ
と
か
ら
、学
習
指
導
要
領
の
目
指
す
資
質
・
能
力

を
確
実
に
育
む
た
め
、教
科
指
導
の
専
門
性
を
持
っ

を
確
実
に
育
む
た
め
、教
科
指
導
の
専
門
性
を
持
っ

た
教
師
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
の
充
実
は
、大

た
教
師
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
の
充
実
は
、大

変
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

変
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
教
科
担
任
制
」を
導
入
す
る
利
点
を
生
か
し
、課

「
教
科
担
任
制
」を
導
入
す
る
利
点
を
生
か
し
、課

題
を
克
服
し
な
が
ら
小
学
校
へ
の「
教
科
担
任
制
」を

題
を
克
服
し
な
が
ら
小
学
校
へ
の「
教
科
担
任
制
」を

つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

現
在
、市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
、高
学
年
を
中

現
在
、市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
、高
学
年
を
中

心
に
特
定
の
教
科
に
お
い
て
担
任
以
外
の
教
員
が
授

心
に
特
定
の
教
科
に
お
い
て
担
任
以
外
の
教
員
が
授

業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。今
後
は
、各
学
校
の
実

業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。今
後
は
、各
学
校
の
実

態
に
応
じ
た
指
導
体
制
を
考
え
て
い
く
と
と
も
に
国

態
に
応
じ
た
指
導
体
制
を
考
え
て
い
く
と
と
も
に
国

の
動
向
も
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
動
向
も
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

積
極
的
勧
奨
の
周
知
は

積
極
的
勧
奨
の
周
知
は

厚
生
労
働
省
は
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン（
Ｈ

厚
生
労
働
省
は
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
を
正
式
に

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
を
正
式
に

承
認
し
た
が
、情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て
ど
う
周

承
認
し
た
が
、情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て
ど
う
周

知
す
る
の
か
。周
知
対
象
お
よ
び
周
知
方
法
に
つ
い

知
す
る
の
か
。周
知
対
象
お
よ
び
周
知
方
法
に
つ
い

て
伺
う
。

て
伺
う
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、小
学

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、小
学

6
年
生
か
ら
高
校

年
生
か
ら
高
校
1
年
生
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

年
生
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
積
極
的
な
勧
奨
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
れ
ま
で
積
極
的
な
勧
奨
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
体
制
等
を
踏

こ
と
か
ら
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
体
制
等
を
踏

ま
え
、国
の
勧
奨
例
を
参
考
に
対
象
者
全
員
に
対
し

ま
え
、国
の
勧
奨
例
を
参
考
に
対
象
者
全
員
に
対
し

個
別
通
知
に
よ
る
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

個
別
通
知
に
よ
る
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
年
齢
を

定
期
接
種
対
象
年
齢
を

過
ぎ
た
場
合
は

過
ぎ
た
場
合
は

今
後
、定
期
接
種
対
象
年
齢
以
外
へ
の
救
済
制
度

今
後
、定
期
接
種
対
象
年
齢
以
外
へ
の
救
済
制
度

が
導
入
さ
れ
た
場
合
の
情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て

が
導
入
さ
れ
た
場
合
の
情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て

周
知
対
象
お
よ
び
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

周
知
対
象
お
よ
び
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を

積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を

逃
し
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、国
に
お
い
て
、

逃
し
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、国
に
お
い
て
、

公
費
に
よ
る
接
種
機
会
の
提
供
等
に
向
け
て
対
象
者

公
費
に
よ
る
接
種
機
会
の
提
供
等
に
向
け
て
対
象
者

や
期
間
に
つ
い
て
議
論
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、

や
期
間
に
つ
い
て
議
論
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、

国
の
方
針
に
基
づ
き
対
象
者
へ
の
周
知
対
応
を
し
て

国
の
方
針
に
基
づ
き
対
象
者
へ
の
周
知
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

質問事項
◆学校教育
◆がん予防ワクチン

田代
一男

小
学
校「
教
科
担
任
制
」の

小
学
校「
教
科
担
任
制
」の

導
入
へ
の
評
価
は

導
入
へ
の
評
価
は

たしろ かずお 議員
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　香取市議会では、今後の議会活動の資料などとするため市内在住で18歳以上の2,000人
の方を無作為で抽出し、市議会に関する市民アンケートを実施することとなりました。
　調査の趣旨をご理解の上、ご協力いただきますようお願いいたします。

市民アンケートにご協力をお願いします

意　見
消費税10％を5％に引き下げることにより、市内の中小業者、農業者を守る立場から本請願は採択すべきである。

少子高齢化が急速に進んでいることから、安定的な財源を確保し、社会保障制度を次世代に引き継ぎ、全世代型に転
換することが急務です。現時点においては、消費税率10％から5％に引き下げることは妥当ではないと考えます。

意　見
早期発見・早期治療に役立てることができる人間ドックは、市民の皆さんに受けやすい環境を維持していくため、ま
た、市民の健康を守るという点からも助成額を上げていただきたく、この請願は採択すべきであると考えます。

人間ドックの助成金は、議会としても注視していくべきであると考えます。他方で、受診者の推移や近隣市町の動向
を見てから、増額を求めていく必要があると考えます。

意　見
香取市の基幹産業として農地や水田を守っていかなくてはならないが、高齢化が進み、担い手も限界となっており、
これ以上、米の価格が下がると、生産をやめる人が多く出てくると推測される。香取の水田農業の非常事態であり、
議会や市民、農協などの関係者全員で水田農業の未来を考えていく必要があり、この請願は採択すべきである。

ただし、発議案第2号として、米価下落対策に関する意見書を国の関係機関に提出することになりました。

学校給食の無償化については、現在、その財源確保が難しい状況であり、学校給食の重要性を踏まえ、調査および検
討を行う必要があるため閉会中の継続審査としました。

水の郷小学校区における学童保育（放課後児童クラブ）の設置については、令和4年4月に新たに水の郷小学校が開
校されることから、陳情の趣旨に鑑み議論を踏まえて結論を出す必要があるため閉会中の継続審査としました。

不採択となりました

不採択となりました

採択しました

継続審査となりました

継続審査となりました

請願第13号　消費税5％への引き下げを求める意見書提出を求める請願

請願第14号　香取の農業を守るため米価2万円を求める意見書提出を求める請願

請願第15号　短期人間ドック事業の助成拡大を求める請願

請願第16号　学校給食無償化を求める請願

陳情第23号　水の郷小学校区学童保育（放課後児童クラブ）設置に関する陳情

請願・陳情審査報告

かとり市議会だより No.6415
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

３月 傍聴自粛のお願い 市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、当面の間、本会議および委員会等の傍聴
は、できる限り自粛いただくようお願いします。

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の3月定例会での受け付けは、2月9日（水）午後4時ま
でとなります。

本会議

本会議（一般質問調整日）

予算審査特別委員会

常任委員会

本会議

編集後記

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。9月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

12月定例会のライブ中継
視聴者数は94人、11月30
日から12月31日までの
録画再生件数は204件で
した。

　今年も早いものであっという間に１か月が経ちます。一昨
年からのコロナ禍が続き何か不安で落ち着かない日々を過ご
してきました。不要不急の外出を控え、好きな旅行も飲み会
もできませんでした。年に数回、家族で楽しく国内旅行や海
外旅行をしたことや美味しい物を食べに行ったことを思い出
します。早く以前の生活に戻りたいものです。 （藤木）

　先日、新聞の投書欄に「農業の魅力どう高める」という学生
の声を募った記事が掲載されていました。都市部の若者に農業
の素晴らしさを伝え、就農を支援することが大事だという声が
大半でした。私も高齢化が限界に来ている農業の発展には香
取市の外からの就農希望者に対するＰＲや手厚い支援が不可
欠と考えます。今後の香取市の対応に期待します。 （千年）

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

傍聴自粛にご協力いただきありがとうございます。

R3.12月
335件

37人
94人

204件

R3.9月
290件

5人
112人

173件

R3.6月
288件

5人
90人

193件

R3.3月
329件

187件

5人

137人

R2.12月
327件

226件

5人
96人

ライブ
中継

録画再生

傍聴

こだわりの逸材を生み出す香取の匠たちをご紹介します

住宅・店舗設計施工 /空間プロデュース
ワイズクリエイション

ジョニー山岸さん　

子供たちに渡すための
これからの時代を
デザインする

　黒部川から一本入った路地に、その異空間はある。
麗屋　弘鈴庵（らいやこうりんあん）自家焙煎珈琲・
雑貨・音楽・アートを楽しめる、さながらアミューズ
メントパーク。一歩足を踏み入れると、味わったこと
のない、けれども、どこか懐かしい不思議な感覚に包
まれる、古民家を再生したこの店を設計施工したのは、
空間プロデューサー /ジョニー山岸。
　8年前に都内から拠点を香取に移したのは、それま
で首都圏を中心に全国で空間創りをしてきた中で、こ
れからは地方の時代と体感しだしたから。実際にこの
店も全国からお客様がいらっしゃる。心から楽しめる
本物があれば、そこには人はやってくる。時勢がエコ

を唱える以前から「素材の循環」のコンセプトで、古
材などリユースできる材料を多用しての空間創り、古
民家の再生などを手掛けてきた。
　ここ香取にも、空き家や空き家予備軍がたくさんあ
る。10年先のことを考えると、今から始めなければ
いけない課題のひとつが空き家対策。小見川藩の時代
から受け継がれている素晴らしい旧家も使われなけれ
ば、朽ちていく。新しい利用価値、更なる付加価値の
創造、そして、何より、心に響く「おもしろさ」で、
子供たちに渡すためのこれからの時代をデザインした
いものだ。

2/ 21（月） 24（木） 

3/ 2（水） 3（木） 4（金）

 7（月） 8（火） 9（水）

 10（木） 11（金）

 18（金）

～受け継いできた歴史を次世代に、古民家再生～
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